
12  

Ⅶ. セッションタイムテーブル 
 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔） 

 文化会館 男女共同参画センター「フレンテみえ」 生涯学習センター 

ポスター 

会場 
第１会場 第２会場 第３会場 第４会場 第５会場 第６会場 第７会場 

⼩ホール 中ホール 多目的ホール セミナー室 A セミナー室 C 視聴覚室 大研修室 中研修室 

9  

9:30〜 受付 
10 

ポスター 

セッション 

10:30 

開会式 

      

11 

学会賞講演 

      

12 

コアタイム 

（偶数） 
昼休憩 

13 

ポスター 

セッション 

13:30 
 

特別講演 

      

14       

企画 

「火山活動に

伴う土砂災害

対策の現状と

課題」 

テーマ別 (1) 

「複合災害に

対する減災対

策」 

流砂及び 

土石流(1) 

流砂及び 

土石流(2) 
構造物(1) 

テーマ別(2) 

「砂防分野に

おける 3 次

元データの活

用と課題」 

 

15  

16 
休憩 休憩 休憩 休憩 休憩 

 

休憩  

企画 

「火山活動

に伴う土砂

災害対策の

現状と課

題」 

土砂流出・ 

流木(1) 

斜面崩壊・ 

水⽂(1) 

生態系の保全

及び創出 
構造物(2) 

テーマ別(2) 

「砂防分野に

おける 3 次

元データの活

用と課題」 

 

17  

 

18  

 

19：00〜 意見交換会（ホテルグリーンパーク津）



13  

5 ⽉ 14 ⽇（⽊） 

 文化会館 男女共同参画センター「フレンテみえ」 生涯学習センター 

ポスター 

会場 
第１会場 第２会場 第３会場 第４会場 第５会場 第６会場 第７会場 

⼩ホール 中ホール 多目的ホール セミナー室 A セミナー室 C 視聴覚室 大研修室 中研修室 

9  

ポスター 

セッション 

流砂及び 

土石流(3) 
構造物(3) 地すべり 

警戒・避難

(1) 

土砂流出・ 

流木(2) 

管理・計測

(1) 
火山砂防(1) 

10 

休憩 休憩 休憩 休憩 休憩 休憩 休憩 

流砂及び 

土石流(4) 
構造物(4) 

斜面崩壊・ 

水⽂(2) 

警戒・避難

(2) 

土砂流出・ 

流木(3) 

管理・計測

(2) 
火山砂防(2) 

11 

12 

コアタイム 

（奇数） 

昼休憩 

13        

構造物(5) 

 

ポスター 

セッション 

流砂及び 

土石流(5) 
斜面崩壊・水

⽂(3) 
警戒・避難

(3) 
土砂流出・ 

流木(4) 

管理・計測

(3) 火山砂防(3) 

14  
 

休憩 休憩 休憩 休憩 休憩   

15 
流砂及び 

土石流(6) 
構造物(6) 

斜面崩壊・水

⽂(4) 

警戒・避難

(4) 
土砂流出・ 

流木(5) 

  

  
   

休憩 

   

16   
   

 

    

 

     

 

17  17:00 

優秀発表賞授

与式 

閉会式 
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Ⅷ. ⼝頭・ポスター発表プログラム 
 

企画セッション 第１会場（中ホール） 

「火⼭活動に伴う土砂災害対策の現状と課題」  

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）14:30-18:00  コーディネーター：堀田 紀文（東京大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

S1-1 火山活動に伴う現象 ◯吉本充宏 1 

S1-2 
火山活動や地域性の違いを踏まえた火山砂防計画と対策の現

状 
◯厚井高志，藤沢康弘 3 

S1-3 降灰観測の気象依存性が火山砂防対策に与える影響 

◯⼩尾 亮，鴨志田毅，片嶋啓介， 

家田泰弘，内柴良和，河野 元，伊藤 巧， 

矢作和樹，山里 平 

5 

S1-4 
降灰予報を用いた噴火初期における降灰堆積厚の推定手法の

提案 
◯梅谷 涼太，伊藤 誠記 7 

S1-5 
無人降灰厚計測デバイスの試験運用と今後の課題ー2026 年 6

月新燃岳噴火における検証事例ー 

◯金井啓通，皆川 淳，三浦元気，島田 徹， 

羽田靖史，永谷圭司，厚井高志 
9 

S1-6 

鉛直 1 次元透水試験による湿潤なシルト質細砂層下の層状空隙

空間が透水係数へ与える影響：草本層や落葉層上の降灰を想

定して 

◯清水武志，梅谷涼太，伊藤誠記 11 

S1-7 溶岩流の特徴とその対策 ◯藤田英輔 13 

S1-8 

火砕流の発生・流動・堆積・停止に対する観測・実験的事実

および数値モデルのレビュー：モデル予測結果の信頼性はい

かに担保されるべきか？ 

◯志水宏行 15 

S1-9 融雪型火山泥流発生機構への熱水関与についての実験的検討 
◯山岸希々実，堤 大三，福山泰治郎， 

高山翔揮 
17 

S1-10 数値計算による融雪型火山泥流の災害シナリオ検討 ◯酒井佑一，志水宏行，堀田紀⽂ 19 

S1-11 
UAV 搭載スペクトルカメラによる火山地域の地表面センシン

グ 
◯⼩野秀史，藤原康正 21 

 

テーマ別セッション 1     第２会場（多目的ホール） 

「複合災害に対する減災対策」 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）14:30-16:15 コーディネーター：堤  大三（信州大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ

T1-1 能登半島地震・豪雨による斜面崩壊の発生場の特性について 

◯権田 豊，堤 大三，堀田紀⽂， 

ゴメス クリストファー，堀大一郎， 

對馬美紗，星野慎司，⼩更 亨，宮田直樹， 

屋木わかな 

23 

T1-2 
令和６年奥能登地方における地震と豪雨が斜面崩壊の発生場

所に及ぼした影響の評価 
◯河合建祐，堤 大三，福山泰治郎 25 

T1-3 
警戒避難を支援する統合型土砂災害監視システムの開発ー輪

島市市ノ瀬町での事例ー 

◯田中康博，梅田ハルミ，本田正和， 

能見忠歳，鈴木 健，村田康一 
27 

T1-4 
鈴鹿山脈の藤原岳における地震後の土石流の豪雨要因に関す

る一考察 

◯須田明弘，牧野裕至，須田明弘，松井潤一， 

松井潤一，高田 望，因幡直希，内田太郎 
29 

T1-5 

地震後に発生する降雨を誘因とした複合災害シナリオ下での

大規模土砂災害に備えた学習型防災訓練の効果と設計に関す

る留意点について 

◯向井友亮，佐光洋一 31 

T1-6 
SAR 衛星画像を用いた深層学習による土砂移動域の自動検出

と密度分布評価 

◯平川泰之，山下久美子，日高直哉， 

元村和史，山本 督，堤 大地 
33 

T1-7 
柳川流域における土砂・洪水氾濫対策 としての砂防施設配置

計画の検討 

◯高橋 憧，橋本幸久，関口定男，徳間達也， 

髙橋麻里 
35 
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テーマ別セッション 2      第 6 会場（大研修室） 

「砂防分野における 3 次元データの活用と課題」 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）14:30-18:00   コーディネーター：坂井 佑介（土⽊研究所） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

T2-1 三次元点群データを用いた土石流の流量推定 ◯金澤 瑛，清水武志，梅谷涼太，伊藤誠記 37 

T2-2 
高性能レーザ計測機器を搭載した UAV による砂防事業 DX の

可能性その２ 施設点検等における超高密度点群の活用 

◯吉川卓郎，堀大一郎，玉川絢登，横山暢広， 

舟生健太郎，瀬口栄作，武山泰之， 

角ケ谷秀幸，村上康司，佐久間嶺央，阪上雅之 

39 

T2-3 LiDAR センサー搭載ドローンを用いた現地調査の高度化 
◯須永颯太，菅原圭吾，森 克味，木村啓祐， 

加賀 清，柴崎 誠，山口雄大 
41 

T2-4 空間 ID と AI を活用した３次元管内図による点検業務効率化 
◯戸田光洋，宮本 翔，最上谷真仁， 

山本享弘 
43 

T2-5 
大規模災害発生に備えた 3 次元モデル内製化の試みと品質確

保の検討 

◯玉川絢登，島田 徹，林 大貴，土屋 奏， 

大和田彬，横山暢広，大見明弘，太田克久 
45 

T2-6 

衛星通信を活用した⻑距離遠隔操縦 UAV による広域レーザ計

測の取組 ―亜熱帯密林流域における微地形・砂防施設の可視

化― 

◯阪上雅之，岡野雅樹，伊藤栞太，藤野 剛， 

瀬口栄作，矢嶋 準，横山洋祐 
47 

T2-7 
オン／オフグリッド型ドローンポートシステムの連携におけ

る電力収支評価と広域河床変動把握に資する実験的検討 

◯倉上 健，古木宏和，中村佳晴，皆川正昭， 

前田卓余，田村正義，高木 優 
49 

T2-8 
大規模災害直後の崩壊地・湛水池における UAV-LP と UAV-

SfM の適用性の比較 

◯水野裕斗，早川智也，林 聖也，山田啄也， 

青野友哉，高原晃宙 
51 

T2-9 
回転翼航空レーザ計測による高密度点群データを用いた浦川

大規模崩壊地の地形変化解析 

◯深澤 浩，亀江幸二，今井一之，木場隆生， 

新名将士，妻藤希実子，磯谷和也 
53 

T2-10 
ヒル谷試験堰堤からの排砂に伴う⼩規模河床変動把握に向け

た UAV-SfM の現地実験 

◯高木 優，倉上 健，古木宏和，保谷智之， 

渡部春樹，⻑山孝彦，伊藤隆郭，池田暁彦， 

高山翔揮，宮田秀介，藤田正治 

55 

T2-11 
UAV 高密度点群データを用いた広葉樹林のデジタルツインモ

デルの構築事例 ー斜面崩壊予測への活用をめざしてー 

◯初見 慧，笠原拓造，⼩泉和也，西方大翔， 

鳥居宣之，玉利正人 
57 

T2-12 
LiDAR 搭載 VTOL 固定翼 UAV による⻑距離飛行 3D 計測の有

効性評価と砂防分野での DX 活用 

◯村上泰啓，寺林 修，藤原 卓，森田直樹， 

⼩宮光裕，熊倉 清，宮川 潔，早川智也， 

山田 孝，厚井 高志 

59 
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■ ⼝頭発表 第１会場（文化会館・中ホール） 

 

流砂及び土石流(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:30-10:30   座長：鈴⽊拓郎（森林総合研究所） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R1-1 ⻑期流砂観測が継続される魚野川流域における簡易的な流砂

観測の試み 

◯笠原菜月，窪寺洋介，伊藤隆郭， 

古谷智彦，藤田正治，宮田秀介， 

山野井一輝，鷲尾洋一，⼩野正博， 

辰 裕矢，吉崎 壮 

61 

R1-2 4D-LiDAR 観測に基づく土砂濃度・土砂流出量の推定 ◯金子竜己，今泉⽂寿， 

Raffaele Spielmann，Dahal Samiksya， 

高山翔揮 

63 

R1-3 Documentation and Geospatial Characterization of the June 

28, 2024 Debris Flow in the Abshyr-Say 

◯Murzabek Ysmanov，Uchida Taro 
65 

R1-4 透明粒子を用いた土砂流動構造の可視化 ◯松田達也，内藤直人，安部 萌， 

濱野真伍 
67 

 

流砂及び土石流(4) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-12:00   座長：伊藤隆郭（⽇本工営株式会社）  
論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R1-5 
UAV photogrammetry and deep learning-based grain size 

distribution analysis in a debris flow channel 

◯Samikshya Dahal，Fumitoshi Imaizumi，

Tomoya Osada，Saleh Yousefi 
69 

R1-6 勾配急減点における土石流の堆積メカニズムの実験的検討 ◯岩田晋之介，酒井佑一，堀田紀⽂ 71 

R1-7 固液相間の相対運動を考慮した土石流の侵食速度式の検討 ◯足立一雲，堀田紀⽂，酒井佑一 73 

R1-8 
MPS-DF 法における摩擦力方向モデルの改良による高濃度土

石流の流動性評価 
◯鈴木拓郎，經隆悠 75 

R1-9 
基礎調査で想定される土石流の規模と土石流災害における流

出土砂量の関係に関する分析 

◯丹羽諭，高橋洋介，ウィンティリマウン， 

寺田秀樹，赤澤史顕，⼩林正直，鈴木啓介， 

瀧口茂隆 

77 

 

流砂及び土石流(5) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:30-14:30   座長：丹羽諭（国土防災技術株式会社）  
論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R1-10 
山地渓流での河床変動を扱う際の実用モデルと試行例（3）ー

細粒成分土砂の取り扱いー 

◯伊藤隆郭，⻑山孝彦，渡部春樹，山崎祐介，

藤田正治 
79 

R1-11 
本川からの影響を考慮した支川合流の浅水流モデルによる 1

次元水面形計算に関する検討 

◯嶋 大尚，青木尊之，藤田正治， 

Marlon Arce Acuna 

 

81 

R1-12 常願寺川における⻑期間の流砂・水⽂観測の活用方法と課題 
◯寺本圭吾，⻑山孝彦，古谷智彦，松田 悟， 

伊藤隆郭，藤田正治，⼩竹利明，村元陽介 
83 

R1-13 2） 常願寺川中流域における直接・全流砂計測の試行 
◯⻑山孝彦，寺本圭吾，古谷智彦，松田 悟， 

伊藤隆郭，藤田正治，⼩竹利明，村元陽介 
85 

 

流砂及び土石流(6) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）15:00-15:45   座長：長⼭孝彦（⽇本工営株式会社）  
論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R1-14 
定常等流条件下の土石流・土砂流モデルにおけるフェーズシ

フト効果の解析的評価 
◯三﨑太一，志水宏行，吉田真也 87 

R1-15 
大規模崩壊地における土砂量算出のための簡易的 UAV 計測の

試み 

◯橋本憲二，大浦二朗，松若昭雄，⼩林幸博， 

森 隆彰，朝原康貴，伊藤隆郭，藤田正治， 

堤 大三，内田太郎，宮田秀介 

89 

R1-16 
固定横桟式シャッター砂防堰堤の効果的な土砂調節のための

横桟配置に関する水理模型実験 

◯渡部春樹，林 真一郎，⼩口貴雄， 

椙本陽介，石畠正暉，⻑山孝彦，松田悟， 

橋本憲二，伊藤隆郭，藤田正治，堤 大三 

91 
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■ ⼝頭発表 第２会場（男女共同参画センター「フレンテみえ」・多目的ホール）

土砂流出・流⽊(1) 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）16:30-17:45   座長：権田豊（新潟大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R2-1 
常願寺川流域における単位河道モデルを用いた平時・異常時

の土砂流出と下流へのインパクト評価の試行 その３ 

◯山崎祐介，藤田正治，堤 大三，久加朋子，

山野井一輝，池田暁彦，⻑山孝彦，伊藤隆郭 
93 

R2-2 関東大震災による山地崩壊の酒匂川中下流への影響 ◯西本晴男 95 

R2-3 築山を用いた野外実験に基づく地表面侵食過程の解析 ◯普神紗良，⼩杉賢一朗 97 

R2-4 
Canopy Elevation Controls Soil Erosion under Natural and 

Simulated Rainfall: Field and Rainfall Simu 

◯HAQDAD Khwaja Mir Tamim，

Yoshifumi SATOFUKA， 

Masamitsu FUJIMOTO，Masahiro MURATA 

99 

R2-5 
紀伊山地における数値シミュレーションを用いた天然ダム決

壊に伴う被災範囲評価方法の検討 

◯河恩勁，丹羽 諭，横山修，山田啄也，

青野友哉，高原晃宙，内田太郎，里深好⽂ 
101 

構造物(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:30-10:30   座長：高山翔揮（京都大学）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R2-6 衝撃荷重を受ける鋼管継手の損傷に関する解析的研究 ◯別府万寿博，國領ひろし，チンミンチエン 103 

R2-7 材質の異なる鋼管部材の耐荷性能に関する解析的検討 ◯國領ひろし，笠原 啓，石垣拓也 105 

R2-8 
剛・柔構造の境界条件に着目した土石流対策構造物の設計荷

重の考え方 
◯堀口俊行，井上隆太 107 

R2-9 
落石防護工への落石衝突によって生じる衝撃力特性に関する

数値解析的検討 

◯岸 徳光，⼩室雅人，瓦井智貴，鈴木利治，

奥田 峻，木村佳嗣 
109 

構造物(4) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-12:00   座長：堀⼝俊⾏（防衛大学校）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R2-10 
堰堤に直付けした流木捕捉工の流木捕捉機能に関する実験的

検討 
◯石垣拓也，國領ひろし，笠原 啓 111 

R2-11 
船底谷川第 2 砂防堰堤における土石流・流木の捕捉と除石事

例について 

◯山口大輝，吉田一雄，草野愼一，宮地 勝，

染原昭仁 
113 

R2-12 柔構造物による土砂対策の設計手法 ◯宇野友稀，梅沢広幸，鈴木利治，奥田 峻 115 

R2-13 張出タイプ流木捕捉工の設置事例について 
◯松元志津佳，吉田一雄，山口聖勝，

草野愼一 
117 

R2-14 柔構造物による土石の捕捉と補修事例 
◯玉井章裕，田中 康，川島健治，

井田源太郎 
119 

構造物(5) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:15-14:30   座長：河合政岐（⽇本工営株式会社）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R2-15 ブロック堰堤に作用する土石流荷重の基礎実験 ◯齋藤和樹，堀口俊行 121 

R2-16 
コンクリートブロック堰堤の礫衝突安定性に関する個別要素

法による検討 
◯井上隆太，香月智，梶田幸秀 123 

R2-17 
純曲げを受ける鋳鋼製リブありフランジ継手の耐荷性能に関

する実験的検討 
◯笠原啓，國領ひろし，大隅 久，山下 良 125 

R2-18 
礫を対象とした砂防ソイルセメント流動タイプの配合方法に

関する一考察 
◯⼩布施 栄 127 

R2-19 国内初 AI を活用した配合試験について 
◯菅野由人，森 和繁，菅野由人，秋山祥克，

門分良太，⼩林瑞穂，宮木康二 
129 



＊表右のページは WEB公開している概要集のページです。本冊子のページではありません 

18 

構造物(6) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）15:00-16:15   座長：井上隆太（砂防・地すべり技術センター） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R2-20 
３次元設計に向けた協調領域（その１）：砂防事業における 3

次元設計の導入と活用に関する協調領域の取り組み 

◯飛岡 啓之，菊池将人，井川 忠，奥野敏也，

河合政岐，矢野孝樹 
131 

R2-21 
３次元設計に向けた協調領域（その２）：３次元設計導入に

伴う検討プロセスの変化と協調領域 

◯矢野孝樹，飛岡啓之，河合政岐，井川 忠，

奥野敏也，菊池将人 
133 

R2-22 
３次元設計に向けた協調領域（その３）：砂防堰堤パラメト

リックモデルの活用に向けた検討と課題

◯河合政岐，萱島洋子，山田憲治，飛岡啓之，

菊池将人，井川 忠，奥野敏也，矢野孝樹 
135 

R2-23 
3 次元設計に向けた協調領域(その 4)：3 次元手法を用いた堆

砂量算出の有効性と課題 

◯菊池将人，飛岡啓之，上葛健太，

堂ノ脇将光，井川 忠，河合政岐，奥野敏也， 

矢野孝樹 

137 

R2-24 
３次元設計に向けた協調領域（その５）：「砂防堰堤の３D

施工計画に関する検討と課題」 

◯井川 忠，松尾雅伸，堀太成，飛岡啓之，

菊池将人，奥野敏也，河合政岐，矢野孝樹 
139 
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■ ⼝頭発表 第３会場（男女共同参画センター「フレンテみえ」・セミナー室 A）

流砂及び土石流(1) 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）14:30-16:00  座長：早川智也（⽇本工営株式会社）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R3-1 
令和 7 年 8 月熊本県八代市龍峯地区における崩壊発生と土

砂・洪水氾濫の再現 

◯藤本拓史，對馬美紗，中野陽子，佐原拓海，

中田昇吾，濤岡浩平，田中俊行，水野秀明， 

高橋 広 

141 

R3-2 流砂水⽂観測データを基とした流域の異常検知の試み 
◯朝原康貴，瀧口茂隆，岸本優輝，⼩林正直，

松岡 暁，伊藤隆郭，古木宏和，倉上 健 
143 

R3-3 
手取川上流域における流砂観測データに基づく流域内の土砂

動態検討 

◯松田 悟，木佐洋志，松永一慶，大島温志，

甚田隆光，杉崎亮太，中野 光 
145 

R3-4 
プレート型ハイドロフォンによる掃流砂量のキャリブレーシ

ョン式のための水路実験 

◯保谷智之，渡部春樹，橋本憲二，高木 優，

松岡 暁，菅沼 健，伊藤隆郭，上原 舞， 

杉田 毅，熊木 正，⼩見一志 

147 

R3-5 ヒル谷試験堰堤の排砂操作に伴う濁水・掃流砂の伝搬特性

◯木佐洋志，橋本憲二，保谷智之，渡部春樹，

⻑山孝彦，伊藤隆郭，池田暁彦，高山翔揮， 

宮田秀介，水垣 滋，藤田正治 

149 

R3-6 別所十番砂留の嵩上げ年代と堆積土砂の特性 ◯樋口輝久，久都内滉 151 

斜面崩壊・⽔文(1) 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）16:30-17:45   座長：藤本拓史（エアロトヨタ株式会社） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R3-7 北部九州、杷木花崗閃緑岩の風化と斜面崩壊 ◯濱野裕大，太田岳洋 153 

R3-8 
仁淀川流域を対象とした大規模地震に伴う河道閉塞の湛水特

性と影響評価 

◯法利祐香，早川智也，網野功輔，

中村佳菜絵，平澤良輔，向山正純，松岡高志， 

三野汰晟，宮﨑巴葉 

155 

R3-9 
那智川支川・金山谷での多点地下水計測データに着目した地

下水上昇時の降雨応答解析 

◯早川智也，山崎祐介，⻑山孝彦，伊藤隆郭，

伊東直哉，山田啄也，青野友哉，高原晃宙， 

藤田正治，宮田 秀介，山野井一輝 

157 

R3-10 
降雨履歴の差が山地斜面の土壌透水性分布と斜面安定性に与

える影響 

◯吉田朋倖，岩尾健司，柳井鴻太郎，

正岡直也，⼩杉賢一朗，高原晃宙，青野友哉 
159 

R3-11 
四万十川上流における明治 23 年（1890）の天然ダム形成、決

壊について 

◯中根和彦，平澤良輔，向山正純，中山一馬，

宮﨑巴葉，今井一之，井上公夫，河合水城 
161 

地すべり 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:30-10:30   座長：⽊佐洋志（⽇本工営株式会社） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R3-12 
解析雨量に基づく 48・72 時間雨量確率年と深層崩壊発生の関

係 

◯郷司航平，海原荘一，大西竜太，上田竹寛，

上野諒平 
163 

R3-13 
河川蛇行に伴う攻撃斜面が斜面変動の活動度・規模特性に及

ぼす影響 

◯柿沼隼人，鄒 青穎，林 一成，高堂陶子，

荻田 茂，阿部真郎 
165 

R3-14 
紀伊山地における時系列 InSAR（SBAS）による地表変動斜面

の抽出 

◯⼩川内良人，白井彩香，岡本勝男，

龍見栄臣，横山修，山田啄也，青野友哉， 

高原晃宙 

167 

R3-15 
大規模崩壊跡地とその周辺における二次的土砂移動現象の解

析 
◯加地慧一，⼩杉賢一朗 169 
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斜面崩壊・⽔文(2) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-12:00   座長：⼩川内良人（国土防災技術株式会社） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R3-16 
山地源流域におけるサーマルイメージングによる湧水点の特

定と流出量縦断分布の把握 
◯山岡祐登，五味高志，⼩谷亜由美，猪越翔大 171 

R3-17 マツ枯れ被害木根系の土壌緊縛力の経年変化
◯橋爪義典，福山泰治郎，堤大三，⼩山泰弘，

柳澤賢一 
173 

R3-18 
根系成⻑過程の簡易的なモデル化による斜面安定性評価手法

の構築 
◯石原龍太，堤 大三 175 

R3-19 
山地斜面における水みち分布が降雨浸透過程に及ぼす影響の

解明 

◯岩尾健司，柳井鴻太郎，正岡直也，

⼩杉賢一朗 
177 

R3-20 
山地河川における CCTV 画像を用いた流量観測と水⽂動態の

把握 
◯羽鹿孝⽂，内田太郎 179 

斜面崩壊・⽔文(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:30-14:30  座長：梁 偉立（国立台湾大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ

R3-21 
地形・森林・水⽂のカップリングモデルを用いた将来降雨条

件下における生産土砂量の変化予測 

◯蔭山 星，花田良太，飛岡啓之，菊池美帆，

吉武 央気，山田啄也，青野友哉，高原晃宙， 

松四雄騎 

181 

R3-22 
土層厚の現地実測と地形解析に基づく土層発達シミュレーシ

ョン : 流紋岩質凝灰岩地域での適用例 

◯菊池美帆，蔭山 星，江川千洋，柴野暉崇，

飛岡啓之，山田啄也，青野友哉，高原晃宙， 

松四雄騎 

183 

R3-23 
放射性炭素年代をキャリブレーターとした土層の生成・輸送

速度の推定 

◯柴野暉崇，江川千洋，菊池美帆，蔭山 星，

舩山 淳，山田啄也，青野友哉，高原晃宙， 

松四雄騎 

185 

R3-24 機械学習を用いた崩壊判定と崩壊体積予測 ◯木戸理歩，井上卓也，山野井一輝 187 

斜面崩壊・⽔文(4) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）15:00-16:00  座長：蔭⼭ 星（パシフィックコンサルタンツ株式会社）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R3-25 表層崩壊が基岩面飽和帯に与える影響：崩壊前後の現地比較 ◯梁 偉立 189 

R3-26 
現地計測に基づく斜面の降雨浸透特性と表層崩壊の発生場の

考察 
◯竹田拓己，太田岳洋，黒木貴一，宮本新平 191 

R3-27 
堆積岩山地源流域を対象としたマルチトレーサによる流出把

握 

◯鯉江知樹，猪越翔大，五味高志，大西健夫，

吉岡有美，浅井和由，栗田直幸，⼩谷亜由美， 

根津涼 

193 

R3-28 
白山砂防管内における斜面崩壊の 3 次元安定解析による斜面

安定性評価 
◯阿部淳一，田中康博，甚田隆光，杉﨑亮太 195 

R3-29 
地震性崩壊土塊の移動・流下形態 ｰ石川論⽂データに基づく

実態の関係性ｰ 
◯林 拙郎 197 
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■ ⼝頭発表 第４会場（男女共同参画センター「フレンテみえ」・セミナー室 C）

流砂及び土石流(2) 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）14:30-15:30  座長：吉田真也（砂防・地すべり技術センター）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R4-1 
粒子の移動速度と体積濃度分布に注目した bed material load

の統一評価の試み 

◯奥村響祐，森 彩葉，

峰村諒太朗，西岡佳太，関根正人 
199 

R4-2 掃流砂として移動する砂礫が粘土河床の変動に及ぼす影響 ◯有坂真生子，廣瀬 隼，関根正人 201 

R4-3 
地形変化を適切に表現できる数値解析手法と堆積侵食効果に

関する考察 
◯吉田真也，志水宏行，青木尊之，藤田正治 203 

R4-4 赤外線カメラを用いた表面流抽出のための基礎実験 

◯森田 宙，大嶋 陸，生出将士，羽田靖史，

白木克繁，厚井高志，金井啓通，皆川 淳， 

島田 徹 

205 

生態系の保全及び創出 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）16:30-17:45   座長：安田陽一（⽇本大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R4-5 柏木堰堤に適用した石組み斜路 ◯安田陽一 207 

R4-6 
既設砂防堰堤を活用した⼩水力発電の推進に向けた取り組み

について 

◯渡邊 尚，山本悟，植野利康，村上治，

竹内智志 
209 

R4-7 天竜川上流におけるシカによる土砂流出への影響調査 
◯花岡正明，福山泰治郎，堤 大三，

林 泰也，吉田桂治 
211 

R4-8 
脱炭素化に資する砂防技術を定量的に評価する方法に関する

一考察 
◯佐々木司，三上幸三，冨田陽子 213 

R4-9 
六甲山系グリーンベルト整備事業における植栽後 25 年以上経

過した整備箇所の植生の現状 

◯藤井 禎浩，岸本昌之，⼩林英彦，

谷河 澪，吉岡憲成，岸田洋弥，宇田友紀子， 

松本泰輝，服部 保 

215 

警戒・避難(1) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:30-10:30  座長：海原荘一（株式会社エイト⽇本技術開発）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R4-10 三重県の土砂災害の歴史 ◯今村隆正，森本優也，今村智美 217 

R4-11 
モンゴル危機管理庁での試行を通じた防災訓練の効果向上方

策の考察 

◯千葉 幹，内田太郎，工藤 優葵，森 芽為，

GAN-ERDENE Gan-Ulzii 
219 

R4-12 
東京都八丈町におけるリアルタイム土砂災害危険度可視化シ

ステムの試行
◯秋山怜子，高橋大地，木村美瑛子 221 

R4-13 東京都における土砂災害警戒区域等を示した標識設置検討 2 
◯二ツ寺隆宏，北浦芳郎，平井清史，山本航，

大村さつき 
223 

警戒・避難(2) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-12:00  座長：千葉 幹（砂防フロンティア整備推進機構）

論文番号 タイトル 著者名 ページ

R4-14 
アンサンブル降雨予測を用いた土砂災害発生危険度評価ー前

線性降雨での検討ー 

◯河本崇志，宮田秀介，内田良始，川本一樹，

渡邊良美，⼩杉賢一朗 
225 

R4-15 Probabilistic Assessment of Large Dam Breach Hazard ◯Hiromi D. Fontanilla，Taro Uchida 227 

R4-16 毎 30 分値による CL 対象災害の評価について 
◯笹山 隆，澤端秀隆，中田雄太，柳崎 剛， 

中西宏彰，速見 智，⼩林優太 
229 

R4-17 
2024 年における全国の土砂災害警戒情報の基準雨量の超過状

況 

◯海原荘一，只熊典子，水谷圭太郎，

⼩島原和典，三道義己，瀧口茂隆，岸本優輝 
231 

R4-18 
四国山地における降雨並びに土砂災害警戒情報に係る予測シ

ステムの適用性の検証と課題

◯鈴木浩生，平澤良輔，向山正純，松岡高志，

野村康裕，藤田 暁，石塚忠範，高田 望， 

吉田 翔，因幡直希，三浦悠

233 
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警戒・避難(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:30-14:30  座長：西村直記（アジア航測株式会社）

論文番号 タイトル 著者名 ページ

R4-19 
繰り返し発生する土石流に対する警戒・避難手法 未経験降

雨指数を用いた藤原岳土石流の解析事例 
◯⼩杉賢一朗，万田純菜 235 

R4-20 
地域防災力向上支援ツールとしての MAS を活用した警戒・避

難シミュレーションの提案 
◯鳥居宣之，光同寺太朗，中山優衣，野並賢 237 

R4-21 
土砂災害に備える地区防災計画に盛り込むマルチ避難シナリ

オ 
◯田中隆⽂ 239 

R4-22 
住民個人のための土砂災害タイムライン作成支援に向けて‐

地区防災計画およびタイムライン取組状況調査 3 
◯大村さつき 241 

警戒・避難(4) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）15:00-15:45  座長：⼩杉賢一朗（京都大学）

論文番号 タイトル 著者名 ページ

R4-23 
砂防関係事業評価における応急仮設住宅建設費用の貨幣換算

化の検討 

◯宮瀬将之，冨田陽子，⼩山内信智，

後藤 健，沖中健起，野原正嗣 
243 

R4-24 

⼩学生対象のどぼく模型を用いた防災授業カリキュラムに関

する考察 ―児童のアンケートを踏まえた防災授業のポイント

ー 

◯岩佐直人，藤井俊逸，杉原正樹，松本一郎，

打田七星 
245 

R4-25 
災害初動期におけるヘリコプターからの河道閉塞調査手法の

検証 

◯西村直記，梅田ハルミ，四十谷朋子，

高原晃宙，山口柊生，佐光洋一，井上淳平， 

山口 悠，三浦俊介，藤目直也，佐々木 寿 

247 
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■ ⼝頭発表 第５会場（生涯学習センター・視聴覚室）

構造物(1) 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）14:30-16:00  座長：池田暁彦（砂防・地すべり技術センター） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R5-1 
地震動及び地盤特性を踏まえた令和６年能登半島地震の急傾

斜地崩壊対策施設の被災傾向分析 

◯⼩原大輔，村岡純奈，杉崎友是，岡崎 丈，

西口尚希，瀧口茂隆，岸本優輝，⼩林正直 
249 

R5-2 ネット系砂防構造物の⻑期供用実態に関する基礎的研究 ◯杉山貴徳，井上隆太，後藤智和 251 

R5-3 粘性土層の圧密強度増加を考慮した二重式鋼矢板基礎の検討 ◯西川祥，時任基弘，鴻上宏子 253 

R5-4 支柱強化型崩壊土砂防護柵の実験による性能検証 ◯奥田 峻，梅沢広幸，鈴木利治，宇野友稀 255 

R5-5 
大船渡市林野火災における応急土砂災害対策（応急土石流ガ

ード）の効果事例について 
◯加藤雅也，吉田一雄，草野愼一 257 

R5-6 

令和６年能登半島地震等の地震を誘因とした急傾斜地崩壊対

策施設の被災に関する多項ロジスティック回帰モデルによる

傾向分析 

◯岡崎 丈，西口尚希，杉崎友是，⼩原大輔，

村岡純奈，瀧口茂隆，岸本優輝，⼩林正直 
259 

構造物(2) 

5 ⽉ 13 ⽇（⽔）16:30-18:00  座長：⼩原大輔（⽇本工営株式会社） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R5-7 
土石流堆積区間における連続する鋼製透過型砂防堰堤の透過

部間隔設定の一考察 

◯今井健太，吉田圭佐，古山 剛，奥野敏也，

岸根泰三，柳崎 剛，木下篤彦，土田元気， 

穐田雄高，江口彰友，松下勇也 

261 

R5-8 既設砂防堰堤を活用したチロル式取水施設の設計手法の検討 
◯秦野拓見，秦野拓見，⼩森谷哲夫，

植村 正，上葛健太 
263 

R5-9 
水平河床⻑が砂防構造物への作用荷重に及ぼす低減効果の検

討 
◯宮原邑太，堀口俊行 265 

R5-10 コンクリートスリット砂防堰堤の本副間距離検討の一考察

◯吉田圭佐，村元陽介，高村直幸，

井手ノ瀬 稜，金野崇史，古山 剛，川俣英之， 

今井健太，川瀬樹一，川崎 巧 

267 

R5-11 施設効果を反映した砂防堰堤水通し幅の解析決定 

◯西岡孝尚，川嶋浩一，佐々木健一，

高橋正信，西脇彩人，中澤圭一，安田真悟， 

阿部達也，水村祐紀，南部啓太 

269 

R5-12 
大規模斜面崩壊・河道閉塞に対する効果的な対策手法に関す

る考察 

◯池田暁彦，田村 毅，宮城昭博，高橋和樹，

三崎太一，竹下 航，山田啄也，青野友哉， 

高原晃宙 

271 

土砂流出・流⽊(2) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:30-10:30   座長：河合⽔城（砂防フロンティア整備推進機構） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R5-8 
流域スケールの流木生産・滞留・流出プロセス評価：森林の

「質」と水⽂地形の相互作用 
◯五味高志，中島啓太，赤羽澄香 273 

R5-9 空隙率を考慮した堆積流木群の計測 
◯由永尚暉，鈴木啓介，赤澤史顕，西尾陽介，

宮田直樹，辻本和紀，宮本冬馬 
275 

R5-10 
山地クリティカルゾーンの決定論的モデリングと土砂・流木

生産量の確率論的評価 
◯松四雄騎 277 

R5-11 
山林火災後の流出土砂量予測に向けた海外手法の適用 ―平成

6 年 8 月広島県竹原市で発生した火災事例を対象として ― 
◯齋藤慎之佑，近本捺姫，木村誇，廣田清治 279 
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土砂流出・流⽊(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-12:00   座長：五味⾼志（名古屋大学）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R5-12 流木による橋梁閉塞を防止する構造体に関する研究 ◯三橋和紗，堤大三，福山泰治郎 281 

R5-13 流木の自由落下実験と水路模型実験の衝突荷重に関する検討 ◯竜川太志，堀口俊行 283 

R5-14 
流木による橋梁での河川氾濫の大規模 3 次元シミュレーショ

ン 
◯青木尊之，坂根慎治，渡辺勢也 285 

R5-15 
土石流に伴い流下する流木における堆積に関する水理模型実

験 
◯高木将行，田中真子，伊藤誠記 287 

R5-16 土砂災害時に発生する流木の処理・活用について 
◯河合水城，蒲原潤一，中根和彦，大木鉄夫，

竹下一路，園田明花里 
289 

土砂流出・流⽊(4) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:30-14:30 座長：⼭野井一輝（京都大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R5-17 山地流域を対象とした流木流下過程の試行解析 

◯伊東直哉，伊藤隆郭，山崎祐介，⻑山孝彦，

早川智也，水野裕斗，平澤良輔，向山正純， 

松岡高志，三野汰晟，宮﨑巴葉 

291 

R5-18 山地渓流における流木の堆積に影響する要因の分析 ◯田中真子，染谷哲久，高木将行，伊藤誠記 293 

R5-19 
山地大流域における支流単位での土砂流出寄与率推定手法の

提案 
◯宮田秀介，田中 碧，水垣 滋，⼩杉賢一朗 295 

R5-20 
H23 紀伊半島大水害後の中⻑期土砂流出を対象とした降雨規

模と土砂流出規模の関係分析 
◯大盛泰我，赤澤史顕，鈴木啓介 297 

土砂流出・流⽊(5) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）15:00-16:00   座長：宮田秀介（京都大学）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R5-21 柔構造物による渓流での土石捕捉実績 ◯木村佳嗣，田邉梨沙，杉木 雅 299 

R5-22 
流域土砂動態シミュレーションにおける不確かさ伝播に関す

る研究 
◯山野井一輝，岩井智哉，宮田秀介，髙山翔揮 301 

R5-23 
近年の土砂・洪水氾濫事例を踏まえた氾濫開始点や氾濫範囲

の傾向分析 
◯西内卓也，田村 毅，宮城昭博，中家健吾 303 

R5-24 富士山南西野渓における中⻑期の土砂災害の可能性について 
〇篠原雄人，光永健男，土屋郁夫，加藤隼平， 

前田和祐，舩橋良太，目 晋一，高瀬 蔵
305 
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■ ⼝頭発表 第６会場（生涯学習センター・大研修室）

管理・計測(1) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:30-10:30   座長：安海⾼明（エアロトヨタ株式会社）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R6-1 砂防設備の維持管理における安全管理の事例について 
◯村上 治，渡邊 尚，山本 悟，山田祐司，

吉田拓海 
307 

R6-2 
住宅位置座標および建物形状データを利用した土砂災害警戒

区域における人口推定 
◯伊藤誠記 309 

R6-3 
河床変動実績を用いた流域監視タイミングの目安設定につい

て 
◯目 晋一，亀江幸二，渡邊 尚，山田泰弘 311 

R6-4 少数データ環境下における GPR 検出精度向上に関する研究 ◯李 銘 313 

管理・計測(2) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-12:00  座長：村上 治（砂防フロンティア整備推進機構） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R6-5 熱赤外線カメラを搭載した UAV による吹付工法面の調査 ◯山梨太郎 315 

R6-6 砂防堰堤の点検に向けた UAV 映像の自動検出手法の提案 ◯榊原颯輝，水尾祐介，高木将行，伊藤誠記 317 

R6-7 
⼩型ミュオン検出器を用いた地すべり排水トンネル内での計

測 

◯太田敬一，草谷恭行，山本亨輔，

Ahmed Ashou 
319 

R6-8 河道閉塞（天然ダム）湛水位観測の手法について 
◯嶺岸紀美彦，河合水城，村上 遼，

大出宙斗，齋藤仁哉 
321 

R6-9 
航空レーザ反射強度情報を用いた林野火災による流域内焼損

範囲の推定について 

◯安海高明，齋藤はるか，對馬美紗，

角埜嵩⽂，佐藤匠，牧谷雄大，森晴香， 

近藤佳乃子，高貫潤一 

323 

管理・計測(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:30-14:00   座長：太田敬一（⽇本工営株式会社） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R6-10 
スコリアを用いた砂防ソイルセメントにおける砕石スラッジ

による単位体積重量の調整効果 

◯⻑野英次，秋山祥克，菅野由人，

織戸周一郎，上田寛紀，脇坂宗孝，山本大介 
325 

R6-11 砂防関係発生土の効率的な利活用に向けた動向調査について 
◯竹内智志，森下 淳，蒲原潤一，阿部征輝，

江頭 勲 
327 



＊表右のページは WEB公開している概要集のページです。本冊子のページではありません 

26 

■ ⼝頭発表 第７会場（生涯学習センター・中研修室）

火⼭砂防(1) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）9:45-10:30  座長：酒井佑一（宇都宮大学） 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R7-1 
新燃岳 2025 年噴火による火山灰の堆積特性からみた降灰

後土石流の発生リスクの考察 

◯藤沢康弘，岩淵由佳，皆川 淳，

金井啓通，厚井高志，時任勝宏，黒木 隆， 

中島万依 

329 

R7-2 
ハンディ LiDAR による火山性渓谷の三次元地形解析 ― 雲

仙岳 炭酸谷の事例 ― 

◯大海陸人，Christopher Gomez，

篠原慶規，堀田紀⽂ 
331 

R7-3 
炭酸谷と極楽谷ガリー拡幅と火山ドーム岩塊分布:短期的土

石流と土砂移動への制御 

◯ゴメス・クリストファー，大海陸人，

堀田紀⽂，篠原慶規 
333 

火⼭砂防(2) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:45-11:45   座長：ゴメス・クリストファー（神戸大学）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R7-4 無人化に向けた⼩型現場透水試験装置の評価実験 

◯大嶋 陸，森田 宙，生出将士，羽田靖史，

白木克繁，厚井高志，金井啓通，皆川 淳， 

島田 徹 

335 

R7-5 深層学習を用いた空中写真からラプラシアン値の予測 
◯藤田達大，矢野敦久，井上 遥，木下 響， 

倉上 健，古木宏和，田方 智，荒木光一 
337 

R7-6 
火山噴火緊急減災対策において無人化施工計画を検討する上

での留意点（倶多楽の事例） 

◯中家健吾，枦木敏仁，木原早紀，岩淵由佳，

星井篤郎，佐藤大介，東田祐介，北原成郎， 

天下井哲生，畑本浩伸，竹下嘉人 

339 

R7-7 
火山噴火緊急時の安全かつ迅速な現地把握のための四足歩行

ロボット活用の実証実験

◯有間 航，植 弘隆，平川泰之，光永海斗，

矢渡 岳，矢野敦久，中村良一，中水流晃， 

井上 遥 

341 

火⼭砂防(3) 

5 ⽉ 14 ⽇（⽊）13:30-14:15   座長：藤沢康弘（砂防・地すべり技術センター）

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

R7-8 
島原大変（1792）を描いた絵図と⽂書（真田宝物館と佐久市

五郎兵衛記念館）の詳細検討 
◯井上公夫，山浦直人 343 

R7-9 
無人化施工に用いるコンクリートブロック把持装置の改良検

討 

◯光永海斗，植 弘隆，平川泰之，有間 航， 

矢渡 岳，矢野敦久，中村良一，中水流晃， 

井上 遥，中濃耕司 

345 

R7-10 
⻑期設置された鋼製砂防構造物の現地調査結果に関する一考

察 
◯後藤智和，井上隆太，杉山貴徳 347 
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ポスター発表 （文化会館・⼩ホール） 

企画セッション「火⼭活動に伴う土砂災害対策の現状と課題」 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-1
Effects of Soil Nails on Vegetated Slope During Rainfall-

Induced Shallow Failures: Flume Experiment 

◯Gumbert Maylda Pratama，

Takashi Gomi，Naoto Iwasa， 

Norihiro Ohtaka 

349 

P-2
衛星通信併用型⼩型無人ヘリによる⻑距離・目視外火山観測

の実証：-樽前山域での多目的調査- 

◯田中 佑，増田健太，吉井祥真，岩田清徳，

栗原章成，上原玲音，齋藤学斗 
351 
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P-3
衛星 SAR 多時期解析による桜島黒神川流域の土砂移動特性把

握に関する基礎的検討 

◯福井健太郎，野正博之，安養寺信夫，

宮崎勝巳，尾崎順一，兼冨宗威，力丸 厚 
353 

P-4
メキシコ・ポポカテペトル火山で発生した土石流の特徴と防

災対策 

◯中谷加奈，木次貫太，鹿島歌乃，中野元太，

Alicia Martínez Bringas，Ángel Gómez 

Vázquez，Sergio Valderrama Membrillo 

355 

P-5
基本対策施設施工中における岩手山火山噴火緊急減災対策の

段階的対応計画 

◯花田良太，⼩林秀人，佐藤佳之，田川 学，

澤田悦史，黒川祐梨，八十川伊織，相馬竜司 
357 

P-6 降灰厚が最終浸透能に与える影響 
◯高山翔揮，平田有星，藤本将光，林 祐妃，

福山泰治郎，中谷加奈 
359 

P-7 視認条件による降灰観測精度低下の実態把握 
◯伊藤 巧，鴨志田毅，⼩尾 亮，矢作和樹，

矢野雅昭，佐藤大介 
361 

P-8 2025 年 9 月雌阿寒岳噴火における対応事例の報告 
◯木原早紀，⼩野寺智久，藤沢康弘，

高橋健太，佐藤初洋，岩淵由佳 
363 

P-9
火山噴火時の立入困難区域の降灰厚調査技術に関する現地検

証ー桜島における検証事例ー 

◯三浦元気，皆川 淳，島田 徹，永田直己，

金井啓通，羽田靖史，永谷圭司，厚井高志， 

白木克繁 

365 

P-10 赤外線カメラを用いた火山地域の調査手法の高度化の取組 

◯田中利昌，⻑坂正敏，椙本陽介，古畑 樹，

西村直記，山口 悠，江川 香，廣谷志穂， 

杉下七海，藤原季路 

367 

P-11
噴火時の立入規制区域における UAV 運搬型降灰・浸透状況調

査ユニットの実地運用と体制構築 

◯清水万莉子，矢野敦久，井上 遥，

家田泰弘，近藤圭悟，藤井朗汰，大坪隆三， 

轉 秀明，馬庭慎吾 

369 

P-12 白山噴火時における UAV を用いた降灰調査手法の検討 
◯新蔵千沙都，田方 智，甚田隆光，

杉崎亮太，中野 光 
371 

P-13 降灰後の土石流の発生・流出特性について ◯片山⼩裕美，池田暁彦，藤沢康弘，佐藤初洋 373 

P-14
立入困難区域内の調査技術に関する統合現地検証―浅間山に

おける検証事例― 

◯鈴野愛斗，皆川 淳，島田 徹，永田直己，

金井啓通，金崎裕之，三浦元気，羽田靖史， 

厚井高志，白木克繁，永谷圭司 

375 

P-15 新燃岳噴火における合成開口レーダ（SAR）の散乱変化事例 
◯相馬竜司，柴野暉崇，木村香帆，柳町年輝，

飛岡啓之，澤田悦史，⼩澤 剛 
377 

P-16
移動床におけるブロック堰堤の安定性能向上に向けた実験的

検討 

◯日浦啓太，牧輝磨，原田紹臣，藤本将光，

里深好⽂，神野忠広，佐藤哲也，平澤 健 
379 

P-17 ＵＡＶ動画撮影データを用いた礫径調査の一考察 ◯角 主輝 381 

P-18 地表面の状態に着目した火山灰の堆積状況の可視化 
◯佐藤初洋，藤沢康弘，枦木敏仁，池田暁彦，

地頭園隆 
383 

P-19
火山防災計画を検討するにあたっての降灰シミュレーション

結果の表現方法 

◯仲田光輝，藤沢康弘，佐藤初洋，永田直己，

金井啓通 
385 

P-20 新燃岳 2025 年噴火による火山灰の堆積範囲の推定 
◯岩淵由佳，藤沢康弘，皆川 淳，金井啓通，

厚井高志 
387 

P-21
火山堆積物および降雪が卓越する大山西麓地域における降雨

流出特性 
◯松本渉吾，和田孝志，梶川勇樹，三輪 浩 389 

P-22 火山地域（樽前山）における緊急減災ハード対策の効果検証 

◯山口天斗，岩田清徳、栗原章成、上原玲音，

齋藤学斗，堀口俊行、宮原邑太、竜川太志， 

池田暁彦、藤沢康弘、高橋健太、片山⼩裕美 

391 

P-23
火山地域における GPS センサー・SfM 解析等を活用した土石

流調査手法の開発 

◯轉 秀明，矢野敦久，井上 遥，家田泰弘，

清水万莉子，近藤圭悟，藤井朗汰，大坪隆三 
393 
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P-24 
2024 年能登半島地震の初動対応から考える広域災害時の即時

把握 

◯高野正範，高橋 弘，星野慎司，木場隆生， 

千田良道 
395 

P-25 
河道閉塞初動期の緊急調査を支援する災害情報共有 3 次元プ

ラットフォームの構築 
◯⼩林実和，島田 徹，永谷圭司，全 邦釘 397 

P-26 
画像 AI を用いた 2 時期の UAV 画像の差分検知による砂防施

設の変状自動抽出 

◯江口友章，佐藤厚慈，神馬和歌子， 

服部聡子，新井瑞穂，影山高史，山田啄也， 

青野友哉，高原晃宙 

399 

P-27 
荒砥沢地すべり移動体における LiDAR-SLAM による三次元点

群データを用いた微地形及び植生変状の解析 

◯⼩野貴稔，山本敦也，Serenee Osman， 

宮城豊彦，佐藤 英和，原田拓也，河合貴之 
401 

P-28 
表層崩壊予測モデルを用いた森林の崩壊抑制機能評価の試み 

ー広葉樹林のデジタルツインモデルの活用事例ー 

◯笠原拓造，⼩泉和也，西方大翔，初見 慧， 

鳥居宣之，玉利正人 
403 

P-29 
袖折れ形状の砂防堰堤設計におけるパラメトリックモデルの

活用と今後の展望 

◯杉田貫志，望月浩自，司城 叶，増井莉子， 

中居暁 
405 

P-30 
多時期航空レーザ測量データを用いた地すべり性変動の 3 次

元的挙動解析 

◯⼩出哲也，⼩野貴稔，秦野輝義，星野慎司， 

加藤あゆみ，川本晃治 
407 

P-31 
LP データを用いた砂防堰堤の堆積物表面形状に着目した出水

時の砂防堰堤周辺における土砂動態の把握 
◯藤田一颯，内田太郎，澤村朱美 409 

P-32 空間 ID と AI を活用した３次元管内図による点検業務効率化 ◯宮本 翔，戸田光洋，最上谷真仁，山本享弘 411 

P-33 AI 技術を活用した崩壊地抽出の検討 
◯星野慎司，外山康彦，髙野正範，猿渡辰也， 

山口 温，川本晃治，沖 智紀 
413 

P-34 
高性能レーザ計測機器を搭載した UAV による砂防事業 DX の

可能性その 3  緊急点検での点群活用 

◯田中友公，島田 徹，水流竜馬，三浦元気， 

吉川卓郎，舟生健太郎，瀬口栄作， 

角ケ谷秀幸，村上康司，佐久間嶺央，阪上雅之 

415 
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P-35 UAV と目視を併用した砂防施設の点検評価事例 

◯横尾公博，岩田清徳，栗原章成，上原玲音， 

斎藤学斗，宮原海，本屋敷涼，西ヶ谷友美， 

山田創太，花田隆元 

417 

P-36 
AI 画像解析を用いた砂防堰堤堆砂域の変化箇所自動抽出に向

けた取り組み 

◯本多泰章，大浦二朗，松若昭雄，⼩林幸博， 

前野 凉，森 隆彰，板野友和，島崎康信， 

冨田 茂，花田大輝，坂本良祐 

419 

P-37 ドローンポートを用いた法枠工の遠隔 3 次元計測 ◯藤田 哲，山梨太郎，蔵谷 樹，伊藤奈津記 421 

P-38 四国山地砂防管内における UAV を活用した遠望点検の試行 

◯吉安征香，平澤良輔，向山正純，松岡高志， 

三野汰晟，宮﨑巴葉，岡野和行，井元成治， 

シャ ヘイコウ，鈴木 心 

423 

P-39 流域単位の効率的な除石計画策定手法の検討 
◯⻑塚結花，岸本昌之，福富章弘，宮田直樹， 

西ヶ谷友美，⼩林泰士，佐藤和歌子 
425 

P-40 
複数地点に設置したインターバルカメラ画像による流域内の

水と土砂の流出実態の把握 

◯滝澤雅之，岡野和行，谷口宙河，井元成治， 

吉安征香，木下篤彦，土田元気，穐田雄高， 

江口彰友，松下勇也 

427 

P-41 
ドローンと Car-SAT 等を組合せた大規模崩壊地の変状把握の

ための訓練 

◯河井恵美，荒木義則，村上智哉， 

傳明地隆志，安井ゆりか，山田啄也， 

青野友哉，高原晃宙 

429 

P-42 AI 解析による衛星画像技術を用いた基礎調査について 
◯寺山祐司，西真佐人，千葉 幹，山田 晃， 

⻑田裕司，屋木わかな，久原悦子，橋本侑弥 
431 

P-43 
UAV を用いた湛水池水位計測のための投下型水位計の投下訓

練 

◯荒木義則，河井恵美，村上智哉， 

中西まどか，久家政治，山田啄也，青野友哉， 

高原晃宙 

433 

P-44 
UAV グリーンレーザおよび水中ドローンを用いた砂防堰堤水

叩き部の洗掘調査手法に関する検討 
◯水流竜馬，佐野聖岳，渡辺隆吉，佐藤義晴 435 

P-45 砂防堰堤における耐酸性対策の劣化について 
◯尾崎順一，石田孝司，木暮一也，栁田聡， 

西村沙知，稲垣偉流，坂本知隆，宮崎勝巳 
437 

P-46 UAV で取得した写真の土砂災害調査への適用に関する検討 
◯宮城昭博，⼩林拓也，中家健吾，後藤 健， 

沖中健起，川人義功，和田敏彦 
439 
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P-47 
中継機 UAV の活用と高高度飛行による電波不感地帯における

砂防施設点検の実施 

◯熊倉 歩，木村修一，佐々木瞭，西村直記， 

千葉一博，古賀勇輝，中島 秀 
441 

P-48 

⻑野県における砂防施設点検の効率化に向けた取り組み（そ

の３）― 現地点検を主眼とした AI 等の DX ツールの実装と検

証 ― 

◯中西宏彰，家田泰弘，古山 剛， 

清水万莉子，⼩林哲也，山田 晃，⻑田裕司 
443 

P-49 
三次元砂防管内図に搭載する地上レーザを用いた現地調査手

法の検討 
◯植野 惣，松尾雅伸，堀 太成 445 

P-50 
強度差分 SAR 画像を用いた土砂移動範囲推定手法の精度向上

に向けた試み 

◯吉田 巧，廣澤元彦，和泉美智子， 

奥野誠一朗，平田育士，柴山卓史 
447 

P-51 
SAR 衛星を活用した土砂移動箇所抽出における観測特性を考

慮した精度向上手法 
◯河野孝俊，瀧口茂隆，岸本優輝 449 

P-52 河道閉塞湛水部の湛水位監視に向けたブイの現地実証試験 
◯田方 智，矢野敦久，井上 遥，木下 響， 

立石葉香，新蔵千沙都 
451 

P-53 歩行型レーザスキャナを用いたグリーンベルト内の樹林解析 

◯湯川（恩藤）典子，熊澤至朗，丹羽隆志， 

⼩島慎也，金井宏樹，若杉糸絵，恩藤 真， 

高田雄介，金井亮介 

453 

P-54 UAV を活用した降灰観測施設の自動点検 
◯新田寛野，大木鉄夫，竹下一路， 

園田明花里，佐藤厚慈，鳥田英司，滝澤雅之 
455 

P-55 流砂水⽂観測による土砂流出状況の変化の分析 

◯井内拓馬，日名純也，近藤圭悟，村井臣成， 

家田泰弘，清水万莉子，藤井朗汰，草野恭真， 

山田啄也，青野友哉，高原晃宙 

457 

P-56 
UAV を利用した土砂災害防止法基礎調査（見直し調査）の効

率化に関する検討 

◯木村凜太郎，鵜澤光佑，西村智博， 

井上巨樹，⼩野勇人，浅野修成 
459 

P-57 
災害時のインフラ被災環境を想定したドローンポート遠隔操

作による渓流調査手法の検討 

◯松永一慶，梅田ハルミ，四十谷朋子， 

寺本圭吾，倉上 健，渡部春樹，三池 力， 

武井 傑，多田井健人，奥雄大郎 

461 

P-58 災害時における水空合体ドローンを用いた水底地形把握 

◯本間⽂徳，平澤良輔，向山正純，松岡高志， 

三野汰晟，宮﨑巴葉，鈴木 心，上杉温子， 

新井瑞穂，戸村健太郎，⻑野博之 

463 

P-59 砂防施設点検の高度化に向けた 3 次元計測手法の検討事例 

◯宮原 海，岩田清徳，栗原章成，上原玲音， 

斎藤学斗，横尾公博，本屋敷涼，西ヶ谷友美， 

山田創太，花田隆元 

465 

P-60 
川辺川流域における衛星通信を活用した無人ヘリによる渓

流・砂防施設点検の実証実験 

◯大屋俊祐，下窪和洋，遠藤亮子，水谷 佑， 

片山和紬 
467 

P-61 砂防施設点検におけるＵＡＶ活用の検討 
◯山田 晃，⻑田裕司，⼩林星哉， 

⼩栃洞彩音，内村幸太郎 
469 

P-62 砂防堰堤における洗掘詳細調査への水中ドローン活用検討 

◯鈴木 心，平澤良輔，向山正純，松岡高志， 

三野汰晟，宮﨑巴葉，本間⽂徳，上杉温子， 

新井瑞穂，太井正史，高橋正起 

471 

P-63 AI 画像解析による水位・流砂量の推定手法の検討 

◯近藤圭悟，吉田桂治，岡本 明，⼩澤朋晃， 

室井亮人，井内拓馬，家田泰弘，清野真義， 

中西宏彰，吉村暢也，遠藤哲雄 

473 

P-64 新庄河川事務所管内における UAV 自律飛行点検手法について 
◯矢作和樹，村上 遼，大出宙斗，齋藤仁哉， 

片嶋啓介，河野 元，伊藤大悟，青柳寛太郎 
475 

P-65 架空光ファイバを用いた土石流の DAS 観測特性 ◯八木笙太 477 

P-66 
斜面形状がロープネットロックボルト併用工法の支圧板密着

性に及ぼす影響の分析 

◯池田智博，山田 剛，有働 真，鏡原聖史， 

塩谷嘉宏，山口奨之，岡崎敬祐，伊東陽希 
479 

P-67 
臨時点検を想定した車載型ドローンポートによる飛行試験に

ついて 

◯辻原 諒，吉野弘祐，梶原あずさ， 

大橋一智，菊地慎太郎，冨田康裕， 

恩藤（湯川）典子，内藤直司，滝川正則 

481 

P-68 
桜島における UAV 健全度評価手法の適用性検証と高度化への

取り組み 

◯中西まどか，有嶋哲朗，下田勝典， 

田知行志保，河井恵美，高橋源貴， 

安井ゆりか，稲岡 諄 

483 

P-69 
土砂・洪水氾濫業務における AI 技術を活用した河床材料調査

の効率化に関する試み 

◯吉田拓海，中村 晋，上野俊幸，山田祐司， 

関英理香，境 史晶，佐藤 有 
485 

P-70 レベル 3.5 飛行等による砂防施設点検の高度化の取組 

◯廣谷志穂，⻑坂正敏，椙本陽介，古畑 樹， 

西村直記，山口 悠，杉下七海，田中利昌， 

江川 香，若松 海，川原彬人 

487 
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P-71 LTE 通信を活用したレベル 3.5 飛行による UAV 渓流点検 
◯鳥田英司，大木鉄夫，竹下一路， 

園田明花里，佐藤厚慈，滝澤雅之，新田寛野 
489 

P-72 
SAR 衛星の観測上の特性と土砂移動の素因・誘因を考慮した

土砂移動箇所調査手法 

◯岸本優輝，瀧口茂隆，河野孝俊，橋本裕紀，

平田育士，柴山卓史 
491 

P-73 砂防施設点検効率化ツールの開発（その３） 

◯⼩林哲也，野坂隆幸，丑山善雄，松本尭大， 

片嶋啓介，家田泰弘，中西宏彰，近藤圭悟， 

浦⻑瀬大世，伊藤大悟，河原達哉 

493 

P-74 野尻川における土石流イベントの DAS 観測事例にかかる考察 ◯海老原友基，赤澤史顕，鈴木啓介 495 

P-75 大沢扇状地における発生土利活用の検討 

◯蒲原潤一，光永健男，加藤隼平，前田和祐， 

舩橋良太，竹内智志，嶺岸紀美彦，谷 知幸， 

矢野孝樹，山川夏美，青木一真 

497 

P-76 
広島西部山系におけるレベル 3.5 飛行による UAV 点検の実証

とその有用性 

◯安井ゆりか，柴田 俊，栁川航輝， 

天野茉那，河井恵美，中西まどか，青田凌昌， 

久家政治 

499 

P-77 既設砂防堰堤における実効性の高い除石管理計画の検討 
◯佐藤和歌子，岸本昌之，福富章弘， 

宮田直樹，⻑塚結花，西ヶ谷友美，⼩林泰士 
501 

P-78 
レベル 3.5 飛行による⻑時間無人航空機を用いた施設巡視・点

検の実装検討 

◯深谷建夫，辰巳 哲，若林稔幸，⼩島光平， 

加山 斉，杉本勇介，村井 渉 
503 

P-79 UAV 調査結果活用を想定した災害対応訓練の実施 
◯青野友哉，山田啄也，高原晃宙，荒木義則， 

河井恵美，村上智哉，中西まどか，久家政治 
505 

P-80 
UAV を用いた砂防関係施設点検および点検データ管理省力化

に向けた取り組み 

◯山田啄也，青野友哉，高原晃宙，佐藤厚慈， 

江口友章，上杉温子，吉安征香，影山高史， 

鈴木 心，神馬和歌子，橋本侑弥 

507 

P-81 六甲山系における UAV 自律飛行による砂防施設点検の実証 

◯村山有祈，野村康裕，川原崎智也， 

山下牧子，河井恵美，中西まどか， 

安井ゆりか，青田凌昌 

509 

P-82 
4D-LiDAR を用いたヒル谷試験堰堤排砂時の流況・河床変動

観測 

◯澤田尚毅，望月優生，澤田尚毅，越智尊晴， 

菅原圭吾，谷口 柊，佐藤 晶，宮田秀介， 

高山翔揮 

511 

P-83 落雷を原因とした芹沼床固工の損傷メカニズムについて 

◯高濱洋介，阿部征輝，諏訪園胡楠， 

佐々木達生，永野賢司，木下篤彦，廣井幸治， 

秋元 裕，上原浩明，金井駿杜 

513 

P-84 
UAV による多時期・多角撮影画像の管理型砂防施設点検支援

ビューアの開発 

◯田中星矢，高市善幸，木澤恵一，中川諒穂， 

三浦 樹，豊田颯太 
515 

P-85 山岳地域での UAV 飛行におけるリスクと対応策 

◯⼩川達則，澤田悦史，江藤稚佳子， 

柳町年輝，木下篤彦，廣井幸治，土田元気， 

江口彰友 

517 

P-86 UAV-SfM に基づく河床材料粒径分布推定式の適用性の検証 ◯伊波賢功，山野井一輝，中谷加奈，高山翔揮 519 

P-87 
土砂災害防止法に基づく基礎調査（急傾斜地の崩壊）の効率

化 ―モバイル端末を用いた座標取得手法の取り組み― 

◯苗木春奈，木村凜太郎，齋藤 愛， 

朝間一允，富田裕翔，鈴木 篤 
521 

P-88 
銅山川流域における UAV レベル 3.5 飛行による砂防施設点検

の実証試験事例 

◯佐原拓海，村上 遼，大出宙斗，齋藤仁哉， 

笹山 隆，片嶋啓介，河野 元，藤本拓史， 

中野陽子，櫻井尚輝，岩佐優一 

523 

P-89 現場条件に応じた砂防堰堤の基礎洗掘調査手法の検討事例 

◯石井哲也，樫野 誠，川地淳司，中村英利， 

篠田修司，⼩栗奨也，古山 剛，宇野澤剛， 

今井健太 

525 

P-90 
可搬型 VRS 測量機器の現場における活用事例と機種毎の適用

性評価 

◯松田 賢，佐原拓海，牧谷雄大，吉田 慎， 

中野陽子，藤本拓史 
527 

P-91 
インターバルカメラ画像を用いた土砂流出把握に向けた深層

学習手法および RGB 解析手法の提案 

◯谷口宙河，岡野和行，西村直記， 

川原彬人，滝澤雅之，木下篤彦，土田元気， 

穐田雄高，江口彰友，松下勇也 

529 

P-92 
地すべり排水トンネルの維持管理に係るハンドヘルドレーザ

計測を用いた壁面性状把握と崩落リスク評価手法の検討 

◯高仲貴志，秦野輝義，城下 奨，大崎裕司， 

圓井悠平 
531 

P-93 
中分解能光学衛星 GRUS による土砂移動箇所の抽出に関する

基礎検討 
◯佐々木 央 533 

P-94 
VTOL 機搭載 LiDAR による広域地形計測と砂防設備点検への

応用 

◯田中俊宏，笹山 隆，内柴良和，杉山孝聡， 

佐部浩太郎，今井清貴，⼩畑すみれ， 

甚田隆光，杉崎亮太，中野 光 

535 
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P-95 土砂法に基づく基礎調査の品質確保（土石流編） 
◯瀨戸康平，前田知行，渡辺 智，鈴木 篤， 

齋藤 愛，木村凜太郎 
537 

 

警戒・避難 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-96 
広島県における災害教訓及び地域の自主防災活動のネットワ

ーク化と次世代への継承に向けた取り組み 

◯石田 響，桑田志保，海堀正博，脇田知茂， 

今谷幸生，酒井元樹，松井 憲，宗貞孝太郎， 

狩野涼介，古川真也，大迫雅俊 

539 

P-97 
砂防分野の技術伝承に向けたゲーム型学習手法の整理と適用

可能性 
◯山口善臣 541 

P-98 CL 設定における応答曲面の調整方法に関する試行的検討 
◯池田寛，瀧口茂隆，岸本優輝，⼩林正直， 

秦 雅之，村上智哉，竹田梨夏 
543 

P-99 MEPS（メソアンサンブル予測システム）の予測雨量を用いた

土砂災害警戒情報への適用可能性の検討 

◯潮見礼也，瀧口茂隆，岸本優輝，中島奈桜 545 

P-100 
地区防災計画（土砂災害）策定に向けた砂防ボランティア活

用の検討 
◯町田尚久，赤沼隼一，井良沢道也，玉木賢治 547 

P-101 
降雨データ期間の違いが土砂災害警戒情報の CL 設定に与える

影響 

◯瀧口茂隆，岸本優輝，⼩林正直，秦雅之， 

池田 寛，村上智哉，竹田梨夏 
549 

P-102 土砂災害に関する地区防災計画の策定に向けての現状と課題 
◯井良沢道也，赤沼隼一，町田尚久， 

玉木賢治，緒続英章 
551 

P-103 
土砂災害発生の予測精度向上に資する地形解析に基づいた斜

面ユニット抽出手法の検討 

◯根本信行，鳥居宣之，濱本拓志，鏡原聖史， 

笠原拓造，中川 渉，窪田安打 
553 

P-104 
履歴順位の算定期間を 2005 年以前まで延伸した場合の土砂災

害発生危険基準線の精度について 

◯後根祐樹，竹本大昭，竹田海渡，田村英之， 

坂根 羽，角田博幸，平井康夫 
555 

P-105 
土砂災害予報サービスの提供に向けた確率的発生予測基準の

構築とシステム実装への展開 
◯杉原成満，桑田志保，藤原涼太郎 557 

P-106 
砂防を発信するカード類についての実態と有用性向上に向け

た一考察 

◯谷知幸，蒲原潤一，井上公夫，中根和彦， 

眞木 渉，森みちる，松本美善 
559 

P-107 
地すべり地集落における地区防災計画策定の検討（愛媛県大

洲市をモデル地区とした事例） 

◯堀 喬紀，今井一之，佐光洋一，平澤良輔， 

向山正純，中山一馬，宮﨑巴葉，松本光希， 

⼩泉貴司，城戸愛香 

561 

P-108 土砂災害警戒情報発表基準（CL）の高度化事例（第 2 報） 
◯真庭志歩，曽我智彦，岩間翔平，⼩泉和也， 

松井愛海，三浦元気，西方大翔，渡辺 智 
563 

P-109 流域雨量指数と観測流量を用いた河道閉塞検知手法の適用性 ◯⼩林正直，瀧口茂隆，岸本優輝，高田隆行 565 

P-110 一次元河床変動計算による土石流基準地点の検討と現地比較 
◯香西武蔵，坂田 剛，原田 駿介，石川勝章， 

川上誠博，冨安 蓮 
567 

P-111 
CL 超過降雨のパターン分類による土砂災害発生リスク評価の

試み 

◯村上智哉，杉原成満，秦 雅之，池田 寛， 

竹田梨夏 
569 

P-112 
令和 6 年 9 月能登半島豪雨における土砂災害危険情報サービ

スによる判定状況 
◯五十嵐孝浩，竹林洋史，浜田裕貴，平野竜貴 571 

 

構造物 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-113 
サザンロック・ブロックを用いた砂防堰堤の安定性評価手法

の開発 

◯水野秀明，相田和也，山本浩喜，吉村俊一，

忰熊公子 
573 

P-114 既存砂防堰堤の補強事例と設計時における留意点について ◯森川 智，野村雅俊 575 

P-115 
砂防工事の生産性向上と省人化を目的とした砂防構造物への

現場打コンクリートブロックの活用に関する試行 

◯五十嵐勇気，林真一郎，谷保和則， 

柳沢信繁，菊井稔宏，⼩野寺智久 
577 

P-116 石積み堰堤を対象とした砂防堰堤の改築設計事例 
◯高橋源貴，中西まどか，濱田隆敬， 

來須洋二，河井恵美，佐藤 正，山口浩司 
579 

P-117 支持力公式の違いによる砂防堰堤基礎地盤の改良深度の比較 ◯金澤牧子，高木将行，伊藤誠記 581 

P-118 道路防災事業における土石流・流木対策施設の検討事例 ◯清水泰有，村松広久，西陽太郎，川原慎一郎 583 

P-119 
能登半島のスレーキング土砂におけるソイルセメント適用性

評価と改良材混合の効果 

◯上葛健太，伊藤力生，飛岡啓之， 

堂ノ脇将光，今井健太朗，前田憲紀， 

秋山剛志，江渕直嗣，山根恭子，冨田楓真 

585 

P-120 砂防施設における水叩きの摩耗過程とその要因の一考察 ◯松永隆正，菅野拓矢，高木将行，伊藤誠記 587 
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P-121 
酸性急流河川（ヌッカクシフラノ川）における護床ブロック

の変状についての考察 

◯深見⽂哉，五十嵐勇気，香月 智， 

今井明宏，後藤智和，杉山貴徳，菊地 敏， 

斎藤通，⼩林悠里 

589 

P-122 
青森県における３次元パラメトリック設計による施設配置へ

の取組事例 
◯片岡宏介，齋藤 新 591 

P-123 富山県営立山砂防施設群に関する調査 
◯松本直樹，八木隆夫，河上岳史， 

岩田和久，竹内智志，村上 治，渡邊 尚 
593 

P-124 
網状鉄筋挿入工の設置条件の違いが鉛直耐荷性能に与える影

響に関する実験的検討 

◯細江勇介，藤本将光，鈴木大愛，原田紹臣， 

⼩西成治，芦田智至，里深好⽂ 
595 

P-125 満砂した不透過型砂防堰堤下流における河床低下実態調査 ◯菅野拓矢，松永隆正，高木将行，伊藤誠記 597 

P-126 
酸性急流河川（ヌッカクシフラノ川）における護床ブロック

の連結金具についての考察 

◯今井陽宏，五十嵐勇気，香月 智， 

深見⽂哉，後藤智和，杉山貴徳，菊地 敏， 

斎藤 通，⼩林悠里 

599 

P-127 
⼩型模型を用いた耐越水性能向上のための堤防舗装工法に関

する実験的検証 

◯幅 亮輔，鮫島隆貴，増田佐代子， 

原田紹臣，里深好⽂，藤本将光，久保田純司， 

野本真兵 

601 

P-128 
大型模型を用いた堤防舗装の越流水に対する耐浸食性に関す

る実験的検証 

◯増田佐代子，鮫島隆貴，幅亮輔，原田紹臣， 

里深好⽂，藤本将光，久保田純司，野本真兵 
603 

P-129 砂防堰堤の３次元設計に向けたツール等の開発 
◯萱島洋子，河合政岐，山田憲治，林 聖也， 

田淵陽介，宮本祐成 
605 

P-130 ため池の多目的利用に関する研究 ◯⼩森園旺彦 607 

 

地すべり 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-131 
集水井工及び横ボーリング工の集水管の変状レベル評価基準

の事例 
◯山本 望，瀬戸秀治 609 

P-132 地すべり地における地下水排除工検討事例 
◯伊東陽希，名畑昌昭，松下和敬，鏡原聖史， 

山口奨之，岡崎敬祐，池田智博，塩谷嘉宏 
611 

P-133 
地すべり発生年代の復元に向けた樹木根系の組織変化と見出

された課題 

◯川上礼央奈，鄒 青穎，石川幸男， 

本多和茂，荻田 茂，林 一成，栗山大助， 

伊藤啓太 

613 

 

斜面崩壊・⽔文 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-134 
鉄根打設工法（NETIS 番号 HK-250006）渓流斜面で使える経

済的で環境負荷の低い工法 
◯下河敏彦 615 

P-135 
表面流出を考慮した浸透流解析と斜面安定解析による崩壊土

砂の流動化に関する考察 

◯岡野和行，森 泰樹，深野雄三，杉山友康， 

戸村健太郎，太井正史 
617 

P-136 
山体基岩層内の水⽂過程を考慮した単純な降雨流出モデルの

検討 
◯正岡直也，⼩杉賢一朗 619 

P-137 
自然斜面に施工された旧タイプグラウンドアンカー工の点検

事例と荷重低下メカニズムの推察 

◯岡崎敬祐，山田剛，藏野和範，鏡原聖史， 

塩谷嘉宏，山口奨之，伊東陽希，池田智博， 

谷﨑優也 

621 

P-138 貯水式 IoT 雨量計の実証実験 ◯糸数 哲，古田兼三，高田忠司，勝村英則 623 

P-139 
表層崩壊する土層の特徴と検土杖及び簡易貫入試験結果に基

づいた土層の設定方法 

◯江川千洋，鈴木啓介，田中健貴，木下英樹， 

蔭山 星，菊池美帆，舩山淳，⼩嶋孝徳 
625 

P-140 森林斜面における土壌透水性分布を考慮した降雨流出の解析 
◯柳井鴻太郎，岩尾健司，正岡直也， 

⼩杉賢一朗 
627 

P-141 令和 6 年奥能登豪雨で発生した崩壊の特徴について 
◯南 優希，梅田ハルミ，四十谷朋子， 

安田有里，柏原佳明，吉野弘祐，梶原あずさ 
629 

P-142 
画像解析による土壌水分特性曲線の取得における顕微鏡倍率

の影響 
◯林祐妃 631 

P-143 
2011 年に深層崩壊が発生した和歌山県田辺市熊野地区におけ

る地下水位変動特性に関する考察 
◯竹下 航，内田太郎，山川陽祐 633 

P-144 
空中電磁探査（ヘリコプター）を用いた深層崩壊素因平面図

の検討 

◯奥村 稔，馬場敬之，金丸諒太朗，東 篤義， 

野崎勇佑，竹下 航，山田啄也，青野友哉， 

高原晃宙 

635 

P-145 CS 立体図を用いた微地形区分図作成方法の改良 ◯大西剛史，鳥居宣之 637 
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P-146 
令和 6 年能登半島地震及び奥能登豪雨を受けた地山補強土工

の健全性診断 

◯鏡原聖史，寺岡克己，川上博士，村上恭通， 

杉田光央，岡崎敬佑，片岡 誠 
639 

P-147 
火山灰の堆積厚および下層材料の違いが表面流出に及ぼす影

響に関する実験的研究 
◯吉野孝彦，金澤 瑛，伊藤誠記 641 

P-148 

空中電磁探査による 2 時期の比抵抗変化とボーリングデータ

の対比 ―鹿児島県南大隅町船石川周辺の火砕流台地斜面にお

ける検討事例― 

◯金山健太郎，河戸克志，奥村 稔 643 

P-149 
大起伏の中規模流域における出水イベントへの貯留関数法の

適用性 
◯山川陽祐，内田太郎，北本 楽 645 

P-150 
降雨を誘因とする表層崩壊に森林が与える影響ー林齢構成の

異なる 2 時期の崩壊を対象とした検討ー 
◯井浦礼生，権田 豊 647 

P-151 
樹木根系による付加的粘着力のモデル化とその表層崩壊防止

効果の評価 : 花崗岩と流紋岩地域の比較 

◯八十川伊織，花田良太，菊池美帆， 

蔭山 星，大木正美，山田啄也，青野友哉， 

高原晃宙，松四雄騎 

649 

P-152 スラッシュ雪崩の発生機構に関する研究 ◯佐野友洋 651 

P-153 
九州大学宮崎演習林の崩壊跡地における植生回復を決定づけ

る要因の解明 

◯菱田尚樹，諌山佑汰，佐藤忠道，執印康裕， 

久米朋宣，篠原慶規 
653 

P-154 
先行降雨と地盤条件の違いが斜面崩壊現象に及ぼす影響に関

する実験的研究 

◯川島美乃里，藤本将光，森 健朗， 

石坂陽太，野口稜太，里深好⽂ 
655 

P-155 
花崗岩山地⼩流域における タンクモデルを用いた基岩湧水量

の再現 
◯田邊 涼，桂真也 657 

P-156 台風等の気象状況からみた⼩丸川流域の崩壊発生特性の考察 

◯松下隆史，黒木正志，立元孝幸，吉田正紀， 

樋口 誠，西川大亮，藤井陽子，⼩嶋竜太郎， 

野中琢磨 

659 

P-157 
地震による崩壊の危険度評価式作成のための基礎研究 〜統計

的解析を用いた地震による崩壊の特性解析〜 
◯山崎 翼，権田 豊 661 

P-158 
自然斜面崩壊予防工のロープネットによる土砂流出抑制につ

いて 

◯村上恭通，寺岡克己，川上博士，鏡原聖史， 

岡崎敬佑，藤本和明，⼩西成治，杉田光央 
663 

P-159 SfM による点群データを用いた樹木根系調査手法の有効性 ◯佐藤貴紀，⼩番柚輝，大野千星織，橘 隆一 665 

P-160 清水寺境内における実効雨量に基づく湧水発生条件の検討 

◯疋田桜士郎，藤本将光，鹿島翔太， 

青木陽音，宇次原雅之，藤田哲，里深好⽂， 

深川良一 

667 

P-161 
実効雨量を用いた清水寺境内における地下水位の変動特性に

関する検討 

◯青木陽音，藤本将光，鹿島翔太， 

疋田桜士郎，宇次原雅之，藤田 哲， 

里深好⽂，深川良一 

669 

P-162 
DEM ベースのストリームチューブ分割手法の構築と斜面崩壊

解析への応用 

◯今峰祥暉，山野井一輝，堤 大三， 

福山泰治郎 
671 

P-163 根系の発達が土壌水分特性に及ぼす影響の実験的検討 ◯大矢場健留，正岡直也，⼩杉賢一朗 673 

P-164 
簡便な音量指標を用いた山地渓流の流音モニタリングと流量

評価指標の提案 

◯鈴木真由，五味高志，⼩谷亜由美， 

鯉江知樹，山岡祐登 
675 

P-165 
岩盤層の亀裂の分布と幅に着目した降雨流出過程に関する実

験的研究 
◯安藤 麦，佐竹寅次郎，堤 大三，福山泰治郎 677 

P-166 森林の成⻑に伴う荷重増加が斜面安定に与える影響 ◯山本覚樹，前田瑳月，船越達也，三好岩生 679 

P-167 
簡易貫入試験による推定土層厚のばらつきの大きさと分布-広

島県 広島花崗岩分布域のケース- 
◯木下英樹，田中健貴，鈴木啓介 681 

P-168 
広島県高田流紋岩類斜面における風化と土層構造の関係およ

び地形発達 
◯橋本将弥，太田岳洋 683 

P-169 赤石山脈南部の大規模崩壊地における土砂生産プロセス ◯蓮容龍信，今泉⽂寿 685 

P-170 
東京農業大学奥多摩演習林狩倉沢流域における土層-基岩境界

面の地下水動態の把握 

◯日高太一，北條萌梨，滝口慶人，佐藤貴紀， 

橘 隆一 
687 

P-171 2025 年今治林野火災後の山地斜面における浸透能の時間変化 
◯近本捺姫，齋藤慎之佑，竹田悠真， 

木村 誇，廣田清治 
689 

P-172 令和 6 年能登半島地震および奥能登豪雨による森林災害 ◯浅井 空，三好岩生 691 

P-173 
令和 6 年能登半島地震で形成された河道閉塞の決壊実績に基

づいた閉塞部を構成していた粒径の推定 
◯山口柊生，高原晃宙，鈴木啓介 693 

P-174 河道閉塞応急対策施設の被災事例収集に基づく損傷要因分析 
◯高原晃宙，山口柊生，海原荘一，郷司航平， 

鈴木啓介，桜井 亘，判田乾一 
695 
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生態系の保全及び創出 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-175 日光砂防事務所管内での工事発生土砂の活用事例の紹介 
◯木下篤彦，宮本幸太，道田 豊，廣井幸治， 

秋元 裕，熊田泰幸，土田元気 
697 

P-176 
絶滅危惧種が生息・生育する渓流における土石流対策の設計

事例 

◯大塚啓一，菊池英明，中戸川達矢， 

重松克弥，市川結菜，速水七海，横田ありさ 
699 

P-177 
急峻な山地における山林火災跡の森林整備計画  ー植栽工と

航空実播の併用 山口県山口市梅ノ木峠山を事例としてー 
◯西川友章，土出崇仁，⼩川夏帆 701 

 

土砂流出・流⽊ 

論文番号 タイトル 著者名 ページ 

P-178 
木曽川水系中津川における昭和 32 年災害の再現性検証につい

て 
◯⼩室知栄，宮田直樹，西尾陽介，佐藤敏明 703 

P-179 片貝川・早月川における土砂・洪水氾濫対策計画の検討 

◯濱原能成，林真一郎，松本直樹，八木隆夫， 

荒井隆志，濱浦泰成，⼩池 護，山田理沙， 

奥山遼佑，井上雄登 

705 

P-180 
栃木県における土砂・洪水氾濫により大きな被害のおそれの

ある流域の優先度検討の試み 

◯松野千華，飯野修昭，臼井祐太，松岡暁， 

松井 昭，手塚咲子，阿部 翼 
707 

P-181 ・ 木曽川上流域における中⻑期の土砂動態について 
◯佐藤敏明，熊澤至朗，丹羽隆志，⼩島慎也， 

西條裕道，宮田直樹，西尾陽介，⼩室知栄 
709 

P-182 姫川流域における土砂・洪水氾濫対策計画の検討 

◯菊井稔宏，林真一郎，谷保和則，⼩口貴雄， 

椙本陽介，石畠正暉，⼩林拓也，宮瀬将之， 

西内卓也，宮城昭博，高橋和樹 

711 

P-183 
近年発生した土砂・洪水氾濫における降雨と出水時の氾濫状

況の分析 

◯速見 智，鈴木啓介，田中健貴，日名純也， 

清水万莉子，井上雄登，片岡秀太，岡嵜進也 
713 

P-184 既存盛土を崩壊させる降雨規模と氾濫範囲の検討 
◯坂田 剛，香西武蔵，原田駿介，川上誠博， 

冨安 蓮 
715 

P-185 
機械学習を活用した日本列島全域における土砂流出リスクの

確率的評価 

◯秋田寛己，遊佐 暁，横山 仁，佐野浩彬， 

川崎正貴，上田啓瑚，臼田裕一郎 
717 

P-186 LP 測量成果を用いた発生流木量の推定と経年変化 
◯山田創太，平澤良輔，向山正純，松岡高志， 

三野汰晟，宮﨑巴葉，横尾公博，児玉龍朋 
719 

P-187 
山地河川の合流点における河床変動の時空間特性に着目した

水路実験と一次元河床変動計算モデルの適用性の検討 

◯日名純也，村上正人，西尾潤太，藤井朗汰， 

草野恭真，中西千鳥，井内拓馬，山田啄也， 

青野友哉，高原晃宙，里深好⽂ 

721 

P-188 
もみ殻灰を用いた赤土の改良による強度変化に関する実験的

検討 

◯藤本将光，LI YU，中村晏人，糸数 哲， 

里深好⽂ 
723 

P-189 立木調査における 3 次元点群データの活用方法検討 
◯辻本和紀，鈴木啓介，赤澤史顕，西尾陽介， 

宮田直樹，由永尚暉，宮本冬馬 
725 

P-190 橋梁への流木集積による洪水氾濫特性 
◯澤田悦史，片岡宏介，鎌田直樹，花田良太， 

蔭山 星，飛岡啓之，竹林洋史，桑原正人 
727 

P-191 
橋梁地点での河道閉塞に伴う氾濫流と流木の挙動に関する室

内実験 
◯永野博之，狩野 丞 729 

P-192 
砂防堰堤設計における対象土砂量算出の手法及び結果の整理

と考察 

◯武藤弘典，山田祐司，中川昌浩，大角達夫， 

二ツ寺隆宏 
731 

P-193 
揖斐川流域における大規模崩壊に伴う天然ダムの形成に関す

る解析的検討 

◯西尾潤太，日名純也，清水万莉子， 

草野恭真，飯田弘和，松原智生，樫野 誠， 

川地淳司，中村英利，篠田修司，⼩栗奨也 

733 

P-194 
土砂・洪水氾濫が発生した流域における流出土砂量の簡易な

算出方法および実績との比較 

◯田中健貴，鈴木啓介，速見 智，日名純也， 

清水万莉子，井上雄登，片岡秀太，岡嵜進也 
735 

P-195 
一次元河床変動計算における砂防施設が下流への被害軽減に

及ぼす影響への考察 
◯高橋和樹，菊井稔宏 737 

P-196 神通川水系や富山湾における流木の現状などについて 
◯⼩野寺智久，石井 崇，高橋功司， 

真安智大，宮瀬将之，高橋健太 
739 

P-197 
林野火災における延焼シミュレーション技術の砂防分野への

適用性の検討 

◯村木昌弘，清水幹輝，河戸輝和，安井裕直， 

横田 諭 
741 

P-198 

荒川流域における令和 4 年 8 月豪雨による大規模土砂生産後

の中期土砂移動を対象としたタイムラプスカメラを用いた浮

遊砂の観測方法の検討 

◯鈴木海里，渡邊 剛，目黒喜之，石山 慧， 

金野崇史，池田幸太郎，奥山遼佑，石川深緒， 

西原加織，村上正人，田中寿典 

743 
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P-199 
大規模土砂生産イベント後の土砂生産・流出状況の把握（令

和元年東日本台風により生じた内川流域での事例より） 

◯栃山龍平，鈴木清敬，佐々木和宏， 

鈴木英⽂，仙北屋雄太郎，三浦 努，澤 隼斗 
745 

P-200 
二次元流域土砂動態シミュレーションの山地流域への適用と

LP 差分データによる検証 
◯岩﨑大和，中谷加奈，山野井一輝，呉映昕 747 

P-201 令和 6 年能登半島地震・豪雨災害時の流出流木の実態把握 
◯宮田直樹，鈴木啓介，赤澤史顕，西尾陽介， 

児玉龍朋，大庭稜平，由永尚暉 
749 

P-202 
流木体積一定条件下における多様な流木形状を有する土石流

の衝突荷重に関する研究 
◯正木宏幸，畠 俊郎，中谷加奈，正岡直也 751 

P-203 
土砂・洪水氾濫の区分、分類を考えていくための近年の土

砂・洪水氾濫事例の整理（２） 
◯赤澤史顕，鈴木啓介 753 

P-204 AI による光学衛星画像のみを用いた林相区分図の作成 ◯高橋大地，秋山怜子，黒澤裕也，中谷圭吾 755 

P-205 
掃流区間における流木の挙動に関する水理模型実験の事例

（その２） 

◯村上正人，大坪隆三，古山 剛，川崎 巧， 

高橋佑弥，⼩林優太，戸舘 光，日名純也， 

西尾潤太，山下伸太郎 

757 

P-206 
八丈島における台風 22 号・23 号による風倒木災害の実態と

被災範囲の抽出 
◯阿部 翼，西陽太郎，三池 力，岡田慎矢 759 

P-207 阿蘇地域の事業連携による流域流木対策計画の検討事例 
◯三府範子，尾崎順一，大木鉄夫，竹下一路， 

園田明花里 
761 

P-208 
阿武隈川水系内川における土砂移動モニタリングによる大規

模土砂生産後の土砂流出実態の経年的変化について 

◯関根 崚，⼩野寺智久，三浦 努，内田太郎， 

澤村朱美，ANJOS TANAAMI EMILIA， 

FONTANILLA, HIROMI DAVID， 

YSMANOV Murzabek 

763 

P-209 和歌山県那智川支流における倒流木の堆積状況の推移 
◯森 芽為，Emilia Tanaami，高原晃宙， 

澤村朱美，内田太郎 
765 

P-210 枝下高が地表面侵食に与える影響に関する研究 
◯村田匡優，藤本将光， 

Khwaja Mir Tamim HAQDAD，里深好⽂ 
767 

P-211 富山県における土砂・洪水氾濫調査の一事例 
◯山本真央，篠崎嗣浩，江頭 勲，松本直樹， 

河上岳史，岩田和久，開井宏光，佐々勇真 
769 

P-212 ⼩丸川流域における土砂流出状況把握の試み 

◯西川大亮，黒木正志，立元孝幸，吉田正紀， 

樋口 誠，⼩嶋竜太郎，藤井陽子，野中琢磨， 

松下隆史 

771 

P-213 
山地河川の合流点における画像解析を用いた流速計測結果に

基づく粗度係数の推定および一次元不定流計算 

◯草野恭真，家田康弘，清水万莉子， 

西尾潤太，日名純也，井内拓馬，村井臣成， 

近藤圭悟，山田啄也，青野友哉，高原晃宙 

773 

P-214 立木による流木の捕捉を検討する水路実験 ◯岡田康彦，⻑井 斎，丸田龍一郎 775 

P-215 
南アルプスの雪崩跡地における倒木空間分布のリモートセン

シングによる定量的把握 
◯⼩松﨑隼，福山泰治郎，堤 大三 777 

P-216 熱海市流域における土石流に関する数値解析 ◯古株俊輔，里深好⽂，藤本将光，岩浪英二 779 

P-217 橋脚のある橋梁が流木により閉塞する条件に関する水路実験 

◯石川深緒，奥山遼佑，西原加織，中島奈桜， 

金野崇史，井上雄登，木下篤彦，土田元気， 

穐田雄高，江口彰友，松下勇也 

781 

P-218 
令和 6 年能登半島地震および令和 6 年奥能登豪雨における発

生・流下流木量について 

◯堀江祐希，梅田ハルミ，四十谷朋子， 

安田有里，柏原佳明，戸谷千鶴 
783 

P-219 トラブルスポットに到達する流木量の算定に関する一考察 
◯笹栗裕己，石井 崇，高橋功司，真安智大， 

⼩野寺智久，宮瀬将之，高橋健太 
785 

P-220 粒子パッキングシミュレーションを用いた土石流間隙流体密

度の推定 

◯黒田康太郎，堤 大三，福山泰治郎 787 

P-221 画像生成 AI による土砂氾濫範囲予測 ◯木次貫太，中谷加奈 789 

P-222 
常願寺川の流域土砂動態シミュレーションにおけるパラメー

タ最適化に関する研究 
◯中川裕貴，山野井一輝 791 

P-223 CCTV を活用した夜間降雨時における濁度評価の検証 ◯五十嵐和秀，大浦二朗，松若昭雄， 

⼩林幸博，森隆彰，松岡暁，伊藤隆郭， 

藤田正治，堤 大三，内田太郎，宮田秀介 

793 

P-224 河床から土石流に取り込まれる大⼩砂礫の上昇速度差の把握 ◯和田孝志，渡辺優太，三輪 浩，中井智也 795 

P-225 
天竜川上流域で実施した流砂量観測における工夫 ―観測の

⻑期安定化対応― 

◯吉村暢也，吉田桂治，岡本 明，⼩澤朋晃， 

室井亮人，遠藤哲雄，井内拓馬，家田泰弘， 

清野真義，中西宏彰 

797 

P-226 
侵食速度式を変えた急勾配区間での河床変動計算についての

一考察 

◯高瀬 蔵，光永健男，加藤隼平，前田和祐， 

舩橋良太，目 晋一，篠原雄人，當仲花夏 
799 

P-227 
多治見砂防国道事務所管内の上山沢シャッター砂防堰堤の効

果計測事例 

◯流川遥平，池島 剛，川瀬遼太，熊澤至朗， 

丹羽隆志，⼩島慎也，西條裕道，炭竃大輔 
801 
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P-228 土石流等の流下・堆積に関する水路実験 

◯奥山遼佑，赤澤史顕，鈴木啓介，石川深緒， 

西原加織，浦⻑瀬大世，西口幸希，松原智生， 

井上雄登，中島奈桜，矢作和樹 

803 

P-229 土砂流中の細粒土砂に対する浮遊砂理論の適用性の検討 ◯佐藤光平，内田太郎 805 

P-230 
流砂水⽂観測の⻑期安定化に向けた故障実態の分析と改善事

例 

◯張 成美，鈴木啓介，赤澤史顕， 

海老原友基，吉村暢也 
807 

P-231 
流域土砂動態シミュレーションに対する粒子フィルタを用い

たデータ同化の導入 

◯岩井智哉，山野井一輝，宮田秀介， 

高山翔揮，中谷加奈 
809 

P-232 
水路実験における AI を用いた土砂濃度推定手法の精度向上に

関する検討 

◯浦⻑瀬大世，赤澤史顕，鈴木啓介， 

奥山遼佑，中西宏彰，石川深緒，西原加織， 

高橋佑弥，戸舘 光 

811 

P-233 
令和 5 年久留米市田主丸町竹野で発生した土石流の数値計算

における再現性の向上 
◯高橋 広，水野秀明 813 

P-234 
底面粗度の違いを考慮した土石流に関する実験および数値シ

ミュレーション 

◯矢野むつみ，木次貫太，中谷加奈， 

山野井一輝，正岡直也，畠 俊郎 
815 

P-235 渓床堆積物量が土石流発生降雨条件に及ぼす影響 ◯大沼恵季，今泉⽂寿 817 

P-236 
河川合流点における本川・支川の支配領域を考慮した一次元

河床変動モデルに関する検討 
◯白石安優夢，里深好⽂，藤本将光，岡野和行 819 

P-237 
側岸侵食を考慮した一次元河床変動計算における土砂供給条

件の検討 ー2016 年北海道十勝地方における土砂・洪水氾濫河

川を事例としてー 

◯西田凌吾，有賀 誠，野村圭司，酒谷幸彦， 

福津向基，宮崎知与 
821 

P-238 
砂防堰堤の堆砂の変化を用いた六甲山系の土砂移動状況の検

討 
◯永田葉子 823 

P-239 鉄道に対する土石流災害危険度調査の効率的手法の検討 

◯梶田大陽，神田一宏，大村さつき， 

吉田拓海，喜 里美，⼩谷健太，⼩西 魁， 

山根佑太 

825 

P-240 
土石流対策として道路用地内に設置する土のう積層体の一体

化による効果向上 
◯國田章真，畠 俊郎，中山遼哉 827 

P-241 
電極板を用いた非接触型土砂移動計測における精度向上のた

めの補正手法に関する検討 
◯河合 鈴，早川 碧，堤 大三，福山泰治郎 829 

P-242 
1 次元解析モデルを用いた堆積土砂濃度が土石流の堆積現象に

及ぼす影響に関する数値実験 
◯⼩島隆太郎，内田太郎 831 

P-243 
微細土砂を用いた循環実験における土石流の堆積発生メカニ

ズムに関する検討 
◯⼩林拓琉，堀田紀⽂，酒井佑一 833 

P-244 
新庄河川事務所管内における流砂観測に基づく土砂動態の分

析と観測高度化に向けた取組 

◯鎌田直樹，蔭山 星，花田良太，川俣秀樹， 

片岡宏介，村上 遼，大出宙斗，齋藤仁哉 
835 

P-245 
土石流扇状地上での勾配の空間分布と土石流の侵食・堆積特

性 
◯本谷公輝，Dahal Samikshya，今泉⽂寿 837 

P-246 
土石流扇状地における河床堆積物内部の水分動態観測および

土石流との関係性について 

◯田中聖哉，高山翔揮，今泉⽂寿，堀江優介，

山本幸成 
839 

P-247 4D-LiDAR による土石流の流速と径深の時系列変化の把握 ◯鈴江純矢，金子竜己，今泉⽂寿，⻑田知也 841 

P-248 
手取川上流域における透過型砂防堰堤の流出流砂量に及ぼす

堆砂形状の影響 

◯大島温志，木佐洋志，松田悟，松永一慶， 

甚田隆光，杉崎亮太，中野 光 
843 

P-249 混合粒形土石流の間隙流体相密度の推定手法 ◯加藤寿隆，三好岩生 845 

P-250 
IRIC を用いた天ヶ瀬ダムの令和５年度の堆砂増加予測とその

妥当性の検討 
◯柴 裕之，里深好⽂，藤本将光 847 

 


